
高雄 (2)―台湾の産業と経済を支える港湾都市
片倉 佳史（台湾在住作家）

高雄は台湾南部最大の都市であり、世界でも指折りの港湾都市である。市の中心部の人口は 150 万を誇り、台北に次ぐ台湾第二の都

市である。そして、産業規模から判断すると、台湾でもっとも発達した工業都市にもなっている。今回は前回に続いて南国の大都会・

高雄の歴史について紹介したい。

高雄 カオシオン
高雄 こーひょん（台湾語・ホーロー語）
高雄 たかお

産業都市・高雄の歴史

高雄市は終戦まで、高雄州庁の所在地だった。
市街地は平坦な土地に開けているが、北には寿山
（ことぶきやま）があり、港湾を挟む形で南角に屹
立する旗後（きご）山と対峙してる。旗後山の西
南には砂嘴（さし）が発達しており、旗後半島と
呼ばれている。
高雄は旧名を「打狗（たかう）」といった。清国
統治時代、台湾南部の中枢は台南であり、打狗は
それほどの規模を誇ってはいなかった。むしろ、
東隣りに位置する鳳山（ほうざん）に 1788 年、県
城が置かれ、賑わいを見せていた。当時、打狗は
鳳山の外港という位置づけにあった。
打狗は 1624 年に始まったオランダ統治時代に
その礎が築かれた。その後、鄭氏政権時代、清国
統治時代を経て、1864 年には基隆港とともに開港
されるが、この時は安平（あんぴん）の副港とい
う扱いだった。
日本統治時代に入ると、それまで南部最大の港
湾機能を有していた安平港が土砂の堆積によって
地位を下げた。もともと安平一帯は遠浅で、大型
船の着岸には向かない。そして、将来的な発展の
見通しも立たなかった。そのため、打狗の港湾整
備が計画されるようになった。

打狗港（高雄港）の築港

この時期の打狗港は水深が浅く、小型船のみが
入港できるという状態だった。多くの船は4キロ
ほど沖合に碇泊しなければならず、効率がわる
かった。また、港内には岩礁も多く、これも障害
となっていた。
打狗の築港計画は 1901（明治 34）年に立てられ

ている。その契機となったのは 1899（明治 32）年
9月に実施された後藤新平民政長官の南部視察
だった。これによって、各種調査が実施された。
しかし、この計画案は実施されることはなかった。
当時、縦貫鉄道の敷設と基隆築港が急務とされ、
そちらが優先されたためである。
それでも 1908（明治 41）年3月の帝国議会では

打狗の築港工事に関する予算が承認され、第一期
工事が6ヶ年継続事業として始まった。これに合
わせて港湾沿岸地域の埋め立て工事が実施され、
同年の第一次市区計画によって高雄川（現称・愛
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片倉佳史の台湾歴史紀行 第二回

写真1 愛河の夜景。開放感が感じられる南国の大都会。



河）以西の約 50 万坪が埋め立てられた。ここが
後述する鼓山（こざん）の市街地となった。
当時、打狗港から搬出される物資は主に米と砂
糖で、これに阿里山で産する木材が加わっていた。
日露戦争の勝利による好景気もあり、また、縦貫鉄
道も開通したことで、築港工事は急務となってい
た。
1912（大正元）年に 10 カ年継続事業として始

まった高雄港第二期工事は 1921（大正 10）年に終
わった。この工事では干潮面以下8メートルと
なっていた水深が 10 メートルとなったほか、岸
壁を 450 メートル増築し、全長 1314 メートルに
拡張された。そして、「軍港」としての機能が加
わったことにも注目したいところである。

興味深いのは、想定していた以上に貨物の取扱量
が増えていったため、第一期、第二期工事とも、着手
後に立案された計画そのものを見直し、事業計画の
変更を余儀なくされたことであろう。それほどまで
に打狗港の発展の早さは驚異的なものだった。

工業港としての発展

港湾施設の拡充と縦貫鉄道の開通が産業都市と
しての高雄の機能を支えたのは言うまでもあるま
い。大正期の打狗港は米と砂糖の積出港という色
合いが濃かった。当時、台湾最大の港と言えば基
隆（きいるん）港だったが、積出量はそれを大き
く引き離し、特に、打狗港から搬出される砂糖は
台湾全体の輸出額の9割、搬出額の7割を占めて
いた。言うまでもなく、砂糖は打狗港にとって最
大の貿易品であった。
こういった状況に変化が出てきたのは 1917（大

正6）年頃である。この年、浅野セメントが打狗
工場を設け、進出してきたのである。こういった
状況は後述するが、これを契機に台湾肥料会社な
ど、大型工場の進出が相次いだ。特に重化学工業
の進出は目立つものだった。
1917（大正6）年に発表された第一次市区計画

は打狗港の後背地にあたるエリアを開発するもの
だったが、ここにはすでに工業都市として発展し
ていく高雄の姿が盛り込まれている。具体的には
工場用地の確保を筆頭に、工業製品の搬出や原料
の搬入に対応する設備の整備、また、輸送効率の
向上などが意識されていた。
その後、昭和期に入ると、軍事物資の需要増と

いう要素が加わることになる。日月潭の水力発電
所が操業を始めると、電力の安定供給が実現し、
高雄は台湾最大の工業都市として発展していく。
戦時下では、日本の南方進出の拠点となり、高雄
の「港勢」はますます盛んなものになっていった。
戦時中には空襲を受け、大きな被害が出たもの

の、その機能は戦後の中華民国体制下にも受け継
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写真3 岸壁に連なってた倉庫。製糖会社が所有する倉庫
には袋詰めにされた砂糖が山積みとなっていた。
『日本地理風俗大系』より

写真2 日本統治時代の高雄港の様子。昭和期、米や砂糖
の積出港から一大工業港に転身した。



がれ、現在にいたっている。

打狗と高雄

高雄の旧名は「打狗」である。この地名はかつ
てこの一帯に暮らしていたマカタオ族の集落名
「タアカオ」にちなんだものとされている。マカ
タオ族は平埔族（平地原住民）に分類される部族
で、屏東平野を中心に広範な地域に勢力を誇った。
文化的にはシラヤ族との共通性が高い。
その後、オランダ人はこの地を｢タンコイア｣と
呼んだという記録が残る。そして、倭寇（わこう）
全盛の時代には、日本人らしき集団が出入りして
いたという言い伝えも残る。当時から天然の良港
として知られ、現在はマグロ漁で知られている屏
東県の東港（とうこう）に対し「西港」という呼

称が与えられた時期もあった。
オランダ統治時代には、東南アジア方面との交

流が始まり、この町も発展を始める。そして、清
国統治時代を迎え、徐々に南部を代表する港湾と
なっていく。19 世紀に入ってからは、廈門（アモ
イ）や汕頭（スワトウ）、香港といった華南地方と
の交易が盛んとなり、上海や天津などとも往来が
始まった。
1864 年には正式に開港し、通商はより盛んと

なっていく。1867 年に税関として設けられた旧
英国領事館は台湾に残る最古の洋館建築であり、
現在は歴史文物館となっている。
「高雄」という地名が登場するのは、1920（大正
9）年の地名改正からである。この地に高雄州が
置かれ、これに合わせて打狗の名も改められた。
7月 28 日の台湾日日新報で新地名が「高雄（たか
お）」と発表された。そして、1924（大正 13）年 12
月 25 日には基隆（きいるん）とともに市制が敷か
れている。

人口が激増した都市

高雄の歴史を見る上で、最も注目したいのは人
口の急増ぶりである。2016 年5月現在、高雄市の
人口は約 277 万人となっている。2010 年 12 月 25
日に近隣の高雄県と合併したため、市域面積はか
なり広がった。中心部（旧高雄市）の人口は約
150 万程度となっている。
歴史を振り返ると、オランダ統治時代、打狗（高
雄）はマカタオ族が暮らす小集落が点在するばか
りで、文献に残る集落としては現在の旗津（当時
の呼称は旗後）に漁村があったのに過ぎない。
日本統治時代初期は人口が 7000 人程度とされ
ている。そして、1900（明治 33）年の統計では
7607 名という記録が残っている。産業らしい産
業もなく、かなりひなびた印象の土地だったこと
は想像に難くない。
しかし、領台から 40 年が過ぎた昭和 10 年末の
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写真4 現在、倉庫群は公共空間として整備されている。
高雄港貨物線の廃線跡はサイクリングコースとなっ
ている。

写真5 大型船が行き交う光景は高雄の繁栄を象徴してい
た。築港の主任技師は台湾総督府の山形要助が担っ
た。日本統治時代の絵はがき。



統計を見ると、高雄市の人口は8万 6848 名となっ
ている。つまり、40 年で 10 倍という急増ぶりで
ある。そのうち2万 0227 名が内地人（日本本土
出身者とその子孫）であり、6万 4091 名が本島人
だった。内地人が占める比率が高いことも高雄の
特色となっていた。
昭和 17 年末の統計では人口が 19 万 7897 名と
なっている。この時点ですでに台南を抜いて台湾
第二の都市となった。また、昭和 18 年末には 20
万を突破し、21 万 8700 人となっている。昭和 10
年末の統計と比較すると、わずか8年で3倍近く
になっている。ちなみに、昭和 17 年時、高雄市は
全国人口統計で 39 位に挙げられ、本土で言えば
岡山市や新潟市と並んでいた。
なお、高雄州は高雄市と屏東（へいとう）市を
はじめ、岡山（おかやま）、鳳山（ほうざん）、旗
山（きざん）、屏東、潮州（ちょうしゅう）、東港
（とうこう）、恒春（こうしゅん）の各郡を擁して
いた。昭和 16 年の国勢調査では州内人口が 93 万
0838 名となっていた。

日本統治時代の高雄市

現在の高雄は区画整備が行き届いた大都市とい
う印象を受ける。その基礎となったのは日本統治
時代の都市計画であり、特に 1936（昭和 11）年の
ものの影響が大きい。これは将来人口を 40 万人
と想定したもので、現在の高雄駅がある辺りを発
展させる計画だった。奇しくも、これは戦後に発
展した現在の高雄市の市街地とほぼ一致する。
日本統治時代の高雄は大きく三つのエリアに分
かれていた。まずは旗後（きご）、そして鼓山（こ
ざん）、そして、鹽埕埔（えんていほ）である。
高雄の旧市街と言えるのは旗後で、清国統治時代

から漁業基地として名を馳せた。このエリアには内
地人は少なく、圧倒的多数を本島人が占めていた。
鼓山と鹽埕埔は高雄港の築港工事に伴って生ま

れた新興開発エリアである。鉄道線路を挟んで西

側が鼓山、東側が鹽埕埔である。旗後とは異なり、
両者ともに住民の7割を内地人（本土出身者）が
占めていた。
また、市街地北郊に位置する半屏山の北側と東
側の地域は左営（さえい）、または桃仔園（とうしえ
ん）と呼ばれていた。ここは海軍管轄の軍事要塞と
なっていたが、敗戦によって日本人が引き揚げた後
は中華民国軍に接収され、現在にいたっている。
ちなみに左営という地名の由来は鄭氏政権時代

に遡る。台湾南部に拠点を構えた鄭成功は屯田兵
政策をうったが、これはその時代、各地に派兵さ
れた部隊が開墾したことを示している。台湾南部
では新営や林鳳営、柳営など、「営」の字を含む地
名を散見できるが、いずれも同じ歴史背景をもつ。

港町風情が漂う鼓山

鼓山は日本統治時代に入ってから発展したエリ
アである。初代の高雄駅を町の玄関とし、その正
面が湊町（みなとちょう）、北側には寿町、山下町
があった。中心となっていたのは湊町界隈で、こ
の一帯の整備は台湾地所建物株式会社が開発に大
きく関わっている。目抜き通りとなっていたのは
湊町通り（現・臨海二路）だった。
町の顔となっていた初代高雄駅は縦貫鉄道の終

点であり、同時に潮州線（屏東線）の起点でもあっ
た。構内はとても広く、現在は使用されていない
ものの、市民に開放されている。台湾中南部の特
産品となっていた砂糖や屏東平野で栽培されるパ
イナップル、旗山方面のバナナなどはここに運び
込まれ、搬出されていった。
高雄駅は 1941（昭和 16）年6月 22 日に現在の

場所へ移転した。この時に初代駅は高雄港駅と改
称されて旅客営業をやめている。現在、駅舎は打
狗鉄道故事館という博物館として使用されている。
興味深いのは現在、通称「哈瑪星（はましん）」
と呼ばれている地域で、これはかつての新濱（し
んはま）町と湊町の沿岸部を示す。これは港湾部
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を走った貨物線の名にちなんだもので、「浜線（は
ません）」の名が通称として生きているのである。
このエリアにはどことなく港町らしい風情が感
じられ、古い建物も多く残っている。観光物件の
ようなものはないが、路地裏をのんびり探検して
みたいものである。

新市街として開発された鹽埕埔

鹽埕埔（えんていほ）は昭和期に発達した新市
街である。先に挙げた大高雄都市計画では新興開
発エリア以外に、高雄川（現称・愛河）の東側に
新しい市街地を設けるというものもあったが、こ
れが鹽埕埔地区の開発を意味している。
このエリアは全体が計画的に整備されたため、
道路は広く、整然とした美しい家並みを誇ってい
た。鉄道線路と高雄川（愛河）、そして高雄港に囲
まれ、三角形をしたエリアだった。現在、このエ
リアはそのまま高雄市鹽埕区となっている。
日本統治時代の鹽埕埔は5つに分かれていた。
中心となるのは高雄市役所（現・高雄市立歴史博
物館）のある栄町（さかえちょう）、北側に位置す
る北野町（きたのちょう）、繁華街となっていた鹽
埕町、駅に近い堀江町（ほりえちょう）、波止場に
面し、工場が集まっていた入船町（いりふねちょ
う）があった。
鹽埕町は日本統治時代の高雄で最大の賑わいを
誇ったエリアである。人口密度は高かったとされ
るが、実際は整然とした家並みとなっており、家屋
が密集した様子はほとんどなかったと言われる。
堀江町は鹽埕町から続く商業エリアで、内地人

居住者が圧倒的に多かった。鉄道線路に沿って倉
庫なども多く見られ、町工場なども多かった。な
お、堀江町の名前は戦後も地域名や市場の名称と
して受け継がれている。
栄町も内地人居住区で繁華街として賑わってい
た。ここは高雄市役所があり、行政エリアとして
も機能していた。
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写真6 高雄銀座商店街。戦後は國際商場と名を変えた。
現在も建物は残っている。

写真7 日本統治時代の高雄銀座。昭和 12 年に開かれた
高雄最初のショッピングモール。

写真8 高雄最大のデパートだった吉井百貨店。昭和 16
年、吉井長平が創業した。台北の菊元百貨店、台南の
ハヤシ百貨店とともに台湾三大百貨店と呼ばれた。



入船町は第二期築港工事に合わせて埠頭が延長
され、それに伴って発展を見た後発のエリアであ
る。また、築港工事のために高雄に移住した澎湖
（ぼうこ・ほうこ）出身者は多く、その大半が入船
町や堀江町に暮らしていた。

博物館となった初代高雄駅

先代の高雄駅は現在、鉄道文物を保存・展示す
る打狗鉄道故事館となっている。廃止以来長らく
放置されていたため、侘びしい姿となっていたが、
現在は整備され、多くの参観者が訪れている。
博物館がオープンしたのは 2010 年 10 月 24 日
で、盛大な式典が催された。台湾にはこれまでも
苗栗（びょうりつ）や花蓮（かれん）に鉄道公園
があったが、敷地に車両が展示されているだけで、
なかには貴重な車両が雨ざらしになっているとい
うケースも見受けられた。いずれも台湾鉄路管理
局や自治体が設けたもので、正直な印象としては
それほど魅力的な存在ではなかった。
打狗鉄道故事館はその管理と運営を鉄道の愛好
家たちが担っている。失われゆく史料・文献を収
集し、貴重な文物を保存していくことを主眼に、
活動を続けている。講演会や新刊発表会といった
イベントも行なわれ、台湾の鉄道文化の発信基地
としても機能している。
長らく貨物駅として現役だったこともあり、駅
舎はほぼ原型を留めている。駅の事務室や駅長室
は往年の雰囲気を保ち、日本統治時代の椅子や机
などが残されている。その他、なかなか見ること
のできない備品なども残っているので、鉄道ファ
ンならずとも興味を惹かれるはずだ。カウンター
の上には日本統治時代に用いられていた荷札入れ
が残されている。表面には当時の運送会社の屋号
が並び、興味深い。
打狗鉄道故事館は高雄捷運（MRT）西子湾駅の

2番出口のすぐ前にあり、アクセスは便利だ。台湾
における鉄道文化の発信基地。鉄道に魅せられた
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写真9 初代高雄駅は昭和 16 年以降、貨物駅となってい
たが、現在は鉄道博物館として整備されている。時
刻表や古地図などの展示もある。

写真 11 打狗鉄道故事館に残されている日本統治時代の
荷札入れ。当時の屋号が並ぶ。

写真 10 初代高雄駅の前には噴水があり、三本の椰子の樹
が降り立つ人々を迎えていた。駅の開設は明治 33
年 11 月 29 日。日本統治時代の絵はがき



台湾の愛好家たちの姿に触れられる場所でもある。

歴史博物館となった旧市役所

高雄市立歴史博物館として使用されている建物
はかつての高雄市役所である。愛河の畔に位置し
ており、付近は公園として整備されている。この
愛河は日本統治時代、高雄川、もしくは高雄運河
と呼ばれていた。日本統治時代はこの運河を挟ん
で高雄州庁が建てられ、相対峙していた。
建物は 1938（昭和 13）年に起工し、翌年から使
用されている。近代的構造と東洋風のデザインを
組み合わせた帝冠樣式の代表例とされ、前回取り
上げた高雄駅旧駅舎と同様、尖塔を中心とした左
右対称のシンメトリーを特色としていた。
重厚感が感じられる荘重な雰囲気で、屋根は日
本瓦と中華風の琉璃瓦を組み合わせたという凝っ
た造りである。外壁は浅緑色となっており、これ
は当時、「国防色」と呼ばれたもの。空爆の対象か
ら逃れることを目的に、あえて地味な色合いを選
んだものと言われている。
帝冠様式は官庁建築に採用されることが多かっ
た。前回も述べたように、帝冠様式は昭和 10 年
頃から終戦までの間だけに限って見られ、しかも
諸外国には見られない。ちなみに日本本土では旧
軍人会館（現九段会館）や旧東京帝室博物館（現
東京国立博物館）や愛知県庁舎、名古屋市役所、
神奈川県庁舎、静岡県庁舎などで目にすることが
できる。
終戦によって日本人が台湾を去った後は、この
様式は見られなくなった。ナショナリズムの台頭
とともに誕生したこの様式は、終戦とともに消滅
したのである。これは日本本土でも同様で、やは
り戦後の建築物には帝冠様式は見られない。
余談ながら、高雄に残る帝冠様式、つまり、旧
高雄市役所と高雄駅旧駅舎に共通して見られる特
色にも触れておきたい。両者とも、訪問の際は少
し離れたところで建物を真正面から眺めてほし
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写真 14 高雄市概略図（昭和7年頃）

写真 13 高雄運河（愛河）を挟んで対峙していた高雄州庁。
重厚感漂う建物だった。日本統治時代の絵はがき。

写真 12 旧高雄市役所は高雄市立歴史博物館となって現
存する。帝冠様式の代表例として扱われる。



い。建物のファサードが「高」という字を模して
いるのである。まさに、戦時中に造営された建造
物とは思えない「遊び心」である。

浅野セメント株式会社打狗工場

北野町は新市街の北のはずれに位置し、本島人
居住者の多いエリアだった。また、ここの北側に
は田町（たまち）があり、浅野セメントや台湾肥
料会社の大型工場があった。
浅野セメント打狗工場は台湾最大のセメント工
場だった。会社創立は 1916（大正5）年3月。翌
年5月に工場施設が竣工している。当時、台湾で
用いられていたセメントは日本本土から持ち込ま
れていたが、需要過多による供給不足と第一次世
界大戦による価格高騰を受け、現地生産が模索さ
れた。当時、第一次世界大戦の勃発により、セメ
ントの価格は3倍になったとされ、需要もうなぎ
のぼりの状態だったという。
なお、原料となる石灰石は工場の裏手にあたる
打狗山から採掘された。埋蔵量は少なくとも 80
年は涸れることがないとまで言われていたが、こ
ういった立地も同工場の発展を支えたのは言うま
でもあるまい。
その後も高雄は都市として順調に発展していく
が、その成長とともにセメントの需要も急速に伸
びていった。操業開始翌年の 1918（大正7）年に
は生産量を倍増させる計画が立てられ、これに
よって台湾内の需要を満たし、余剰分は南支・南
洋方面に向けることが計画された。
ただし、そのためには電力不足という大きな障
害があった。水に恵まれ、地形的な利点もあった
台湾では水力発電が盛んに行なわれていたが、や
はり、巨大化する産業都市の需要には応えられな
かった。そのため、日月潭の水力発電所建設計画
が立てられた。
これは濁水渓の水を地下導水路で引水し、日月
潭を貯水池とした上で水力発電を行なうというも

の。この計画は高雄築港の責任者でもあった台湾
総督府技師・山形要助の発案だった。山形は高雄
を工業都市として発展させることは台湾の発展に
不可欠であるとし、そのためには日月潭の水力発
電計画が必要であると説いた。
日月潭の水力発電計画は 1934（昭和9）年6月

に完了する。大がかりな電力供給が実現し、これ
を受けて日本アルミ工業株式会社も台湾進出を果
たす。高雄港に工場が設けられ、東南アジアや
オーストラリアから輸入されたボーキサイトを用
い、アルミニウムの精錬が行なわれた。そして、
高雄は国内有数のアルミニウム工業都市としても
発展していくことになった。
さらに、南進政策によってもセメントの増産は

求められた。1934（昭和9）年頃からは海外向け
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写真 15 浅野セメントの工場。セメントは中国大陸や東
南アジアにも輸出されていた。工場は大正6年に竣
工。『高雄州行啓記念写真帖』より

写真 16 工場施設の多くはすでに解体されており、一部の
施設だけが空虚な姿を晒している。



の輸出も盛んに行なわれるようになった。戦時期
は軍事的需要も加わり、休む間もなく生産が続け
られたという。
戦時中は空襲に遭い、大きな被害が出た。そし
て、終戦後は中華民国政府の接収を受ける。後に
台湾水泥公司の管轄下に入り、引き続き台湾経済
を支えた。現在は操業を止めているものの、工場
遺跡が一部ながら残っている。

飛行場と掩体壕

高雄国際空港は市街地のはずれに位置する。市
の中心部とは地下鉄で直結しており、不便は感じ
られない。印象としては市街地の中に空港がある
ようにも見え、利便性の高い空港として知られて
いる。
この空港の前身は小港飛行場と呼ばれたもの
で、陸軍の管轄下にあった。開港は日本統治下の
1942（昭和 17）年。その後も滑走路の拡張が続け
られた。当時は幅 100 メートル、長さ 1600 メー
トルの滑走路が二本あり、これが「v」字型に交差
していた。なお、高雄飛行場の名称はここではな
く、高雄市北郊外の岡山に設けられた飛行場に付
されていた。
敗戦によって日本が施設を放棄した後、中華民
国政府はこの飛行場を接収し、空軍基地として使
用した。1965 年からは交通部民航局に移管され、
「高雄航空站」と呼ばれるようになった。1972 年
からは国際線も就航するようになった。

掩体壕を訪ねる

現在、空港の周辺地域にはいくつかの「遺構」
が残っている。現在は空港周辺も宅地開発が進ん
でおり、戦跡が残っていることなど、想像すらで
きないが、探してみると、意外なところに意外な
ものが潜んでいる。
最も顕著な形で痕跡を残しているのは掩体壕

（えんたいごう）だろう。これは戦時中、空襲から

飛行機を護るために設けられたもので、厚いコン
クリートを用いて造られる。外観はかまぼこ状を
した避難壕である。
台湾ではいくつかの地で日本人が設けた掩体壕

を見ることができる。高雄の場合、小港飛行場に
付随して設けられた掩体壕がいくつか残ってい
る。いずれも空港の敷地外にあり、住宅街の中に
点在しているような形となっている。もともと、
上空から見えにくいことを前提に造られているの
で、目立つものではない。しかし、飛行機が入る
ほどの大きさなので、やはり存在感を放っている。
筆者はこれまで、いくつかの掩体壕を訪ねたが、

中には住居として使用されているものがあり、異
様な空間となっていた。また、現在は転出してい
るが、この掩体壕を廟としているところもあり、
驚かされた。
孔鳳路にある天玉宮というその廟は掩体壕をそ

のまま留用していた。堂守の話では、戦後、父親
が軍部から払い下げられた掩体壕の所有者とな
り、廟を設けたという。しかし、所有権を証明で
きるものがないことを理由に国有財産局から追及
を受け、立ち退きを強いられた。現在、廟はすで
に転居している。
掩体壕は幅があり、端部は天井が低いので、高

さのある中央部だけに廟があり、両脇の部分は倉
庫として使用されていた。また、後部についても
倉庫となっていた。ここには壁の内部が露出して
いるところがあり、骨格に鉄道線路を用いている
ことが確認できた。
また、廠邊二路には掩体壕が民家として使用さ

れているところもあった。ここは道路に背を向け
るように建っており、わかりにくかったが、保存
状態は良好で、屋内の掃除も行き届いていた。家
主は中国山東省出身者で空軍関係者だった。
入口部に壁が設けられているほかは元の姿を

保っている。高さが低いので、全体的に圧迫感は
禁じ得ないものの完全な居住空間となっていた。
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天井は通風口として一部、穴が空けられていたが、
そこを見ると、いかに壁が分厚いものだったかが
わかる。
そのほかにも掩体壕はいくつかが残っている。
いずれも知られざる遺構であり、付近の住民以外

に知る人は多くない。無機質な構造物は朽ち果て
ることもなく、撤去するにも大がかりな工事が必
要だ。今後、日本が残した「戦跡」はどのような
運命を歩んでいくのだろうか。

日本海軍の哨戒艇を祀る廟

高雄国際空港からそれほど離れていない場所に
旧日本海軍の哨戒艇を祀る廟がある。鳳山紅毛港
（ほうざんこうもうこう）保安堂と名乗るその廟
は大きなもので、立派な造りである。
台湾では到るところに廟（道教寺院）があるが、

「軍艦」を神像としているところは他に例を見な
い。もともと、この廟は外海に面した漁村にあっ
た。紅毛港とはその村落の名前である。筆者はこ
こを 2003 年に訪れた。その頃は知る人もなく、
ひっそりとした路地に面して小さな祠があるに過
ぎなかった。
この軍艦信仰の歴史は終戦間もない 1946 年に

遡る。村人が漁に出た際、偶然、二個の頭蓋骨を
拾い上げたという。この時は不吉なものとして、
海に投げ返したというが、その後、続けて三度も
頭蓋骨が網にかかったため、人々はこれを無縁仏
として弔ったと伝えられる。
その後、どういうわけか大漁が続き、人々はこ

の頭蓋骨のご利益だと考えた。1953 年には感謝
の意を込めて小さな祠を建てたという。しばらく
して、ある信徒がこの頭蓋骨は戦中に沈没した日
本海軍三八号哨戒艇の艦長（当地では「海府大元
帥」と呼ぶ）であると、神命を受けた。
その際、艦長は部下を郷里に返せなかったこと

を悔んでいると涙ながらに語ったという。そこ
で、人々は報われない兵士たちの死を悼み、艦長
の願いを叶えるべく、霊魂が祖国へ帰れるよう、
木製の軍艦を造って祀るようになったのだとい
う。
2013 年 12 月 29 日、廟は新社殿に遷座した。社

殿は見上げるほどの大きさで、青い瓦が南国の日
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写真 17 廟として使用されていた掩体壕。内部は涼しく、
過ごしやすかった。

写真 18 住居になっている掩体壕。天井は低いこと、窓がな
いこと以外は居住空間としての機能は果たしている。

写真 19 掩体壕を俯瞰した様子。高さはないものの、上か
ら見おろすとその大きさに驚かされる。



差しに照らされている。建物はすべて神命に従っ
て設計され、屋根の青も日本海軍を意味している
という。そのほかにも、菊や桜、富士山、恵比寿
神、金閣寺など、日本を思い起こさせる装飾や絵
が随所に飾られている。また、境内に桜を植える
計画もあるという。
廟の中央には数々の神像が据え置かれ、その脇
に神艦が鎮座している。この廟の神像はもともと
五尊だけだったが、ご利益は大きく、信徒へ貸し
出されることが多くなり、現在はいくつもの分身
が設けられている。中には日本刀を手にした日本
人の像もある。
神艦は2メートルほどのもので、船腹には「にっ
ぽんぐんかん」とひらがなで記されている。「38」
とあるのは、この船が 38 号哨戒艇だったことを
意味している。この船は 1922（大正 11）年8月に
進水し、その後、佐世保で改造を受け、「三八号哨
戒艇」となった。そして、1944（昭和 19）年 11 月
25 日、バシー海峡で米国の潜水艦アトゥールの雷
撃を受け、沈没している。
木製の神艦は精巧な造りで、最新型の LED 照
明を装備している。スイッチを入れると大砲が動
き出す仕組みで、軍服をまとった人形の表情も、
どこかいきいきとしている。内部をのぞき込んで
みると、操縦士の姿まで見えた。
この廟で手を合わせる信徒は少なくない。最近
は日本からの訪問者も増えており、それに対処す
るべく、若手によるボランティアグループが組織
されている。現在、その数は 38 名におよんでい
るという。
先の大戦は言うまでもなく、台湾でも無数の悲
劇をもたらした。そして、異民族による統治下に
ありながらも、台湾住民は日本国民の意識をもち、
戦争に向かい合っていたという事実を忘れてはな
るまい。同時に、時代を問わず、台湾の人々が物
故者を悼み、戦争によって命を落とした人々を日
台の区別なく弔ってきたことも真摯に受け止めた

いところである。
2015 年9月、保安堂の信徒たちは神像とともに

靖国神社、明治神宮、平安神宮詣でを行なった。
これもまた、戦没者の願いを叶えたいという気持
ちから行なわれたものである。日本詣では今回で
3回目だというが、これからも続けて行く予定だ
という。
戦禍によって海中の孤魂となった船員たち。そ

して、沈没した軍艦は台湾の人々によって、安住
の地を与えられた。台湾の文化、人々の気質を知
る上でも、足を運んでみたい場所である。そして、
台湾人にとっての戦争体験とはいかなるものだっ
たのか、考えてみたいところである。
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写真 21 2015 年9月、海府大元帥の神像とともに信徒 30
名あまりが「日本詣で」を行なった。皇居前広場で
の記念撮影。

写真 20 信仰の対象となった哨戒艇。紅毛港保安堂はや
や不便な場所にあるが、日本からの参拝客を歓迎し
ている。高雄市鳳山区国慶七街 132 号。参拝時間は
6時から 21 時まで。
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